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【
は
じ
め
に
】

　

三
豊
市
（
み
と
よ
し
）
は
、
香
川
県
の
西
部
に
位
置
し

て
い
る
人
口
約
六
万
四
千
人
の
地
方
都
市
で
あ
る
。
南
は

讃
岐
山
脈
に
、
北
は
半
島
部
が
瀬
戸
内
海
に
接
し
、
降
水

量
が
少
な
く
風
水
害
の
災
害
発
生
数
の
少
な
い
、
温
暖
で

風
光
明
媚
な
田
園
地
域
で
あ
る
。
近
年
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
効
果
も
あ
り
、桜
で
有
名
な
「
紫
雲
出
山
（
し

う
で
や
ま
）」や
、日
本
の
ウ
ユ
ニ
塩
湖
と
も
呼
ば
れ
る「
父

母
ケ
浜
（
ち
ち
ぶ
が
は
ま
）」
を
中
心
に
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
に
目
を
移
す
と
、
昨
年

来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
民
間

企
業
を
中
心
に
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
に
よ
る
職
場

外
で
の
勤
務
形
態
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー

ク
の
実
施
率
は
初
回
の
緊
急
事
態
宣
言
下
と
比
較
し
て
伸

び
悩
ん
で
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
我
々
地
方
公
務
員
の

職
場
に
お
い
て
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
が
進
ん
で
お
り
、

都
道
府
県
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、

基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
区
町
村
に
お
い
て
も
、
全
国
的
な

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
拡
大
が
継
続
し
て
お
り
、
公
務
現
場

で
の
働
き
方
が
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、「
業
務
内
容
に
合
わ
せ
て
職
員
が

場
所
を
選
ん
で
働
く
」
と
い
う
「
Ａ
Ｂ
Ｗ
：
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ

ｉ
ｔ
ｙ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の
働
き
方

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き

る
よ
う
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

市
で
の
取
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ト
ラ
イ
ア

ル
導
入
の
よ
う
な
施
策
も
あ
る
中
で
、
十
分
な
効
果
分
析

と
検
証
が
行
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
市
の
取
組

み
の
一
部
を
本
稿
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

香
川
県

働き方改革の取り組み働き方改革の取り組み

地
方
都
市
に
お
け
る
魅
力
的
な
職
場
づ
く
り

へ
の
挑
戦

～
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
を
通
し
て
見
え
て
き
た
も
の
～

三
豊
市
総
務
部
総
務
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
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【
背
景
】

　

本
市
は
今
か
ら
一
五
年
前
の
平
成
一
八
年
、
周
辺
七
町

の
対
等
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
。
合
併
以
降
、
職
員
数
の

適
正
化
と
し
て
、
二
割
以
上
の
正
規
職
員
が
削
減
さ
れ
て

き
た
。
職
員
の
減
員
に
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、
地
域

主
権
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
市
に
お
け
る
行
政
事
務
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
増
加
し
、
市
民
が
要
求
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

も
、
ま
た
多
様
化
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
職
員
一
人
当

た
り
の
事
務
負
担
増
に
よ
る
時
間
外
勤
務
の
増
加
や
、
休

暇
取
得
日
数
の
減
少
が
市
役
所
全
体
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

　

他
方
で
、
行
政
事
務
全
般
に
お
い
て
紙
媒
体
へ
の
依
存

度
は
非
常
に
高
く
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
る
申
請
書
や
、

市
か
ら
発
出
す
る
通
知
書
、
庁
内
部
署
間
で
の
往
復
文
書

を
は
じ
め
、
庁
舎
内
で
流
通
す
る
文
書
の
大
半
が
紙
文
書

で
あ
っ
た
。
紙
に
は
、
視
認
性
の
良
さ
な
ど
の
一
定
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
紙
文
書
自
体
の
劣
化
、
検
索
性

や
情
報
共
有
の
非
効
率
性
、
保
存
場
所
の
問
題
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
も
多
く
、
業
務
効
率
化
へ
の
大
き
な
足
枷
と

な
っ
て
い
た
。

【
取
組
開
始
】

　

業
務
効
率
化
に
向
け
た
全
庁
的
取
組
み
を
開
始
し
た
の

は
平
成
二
三
年
度
か
ら
と
な
り
、
文
書
管
理
に
お
け
る

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
徹
底
と
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
文
書
の
収
受
か
ら
完
結
ま
で
の
一
連

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
で
管
理
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
市
長
決
裁
や
特
別
職
決
裁
を
含
む
、
ほ
ぼ

全
て
の
決
裁
フ
ロ
ー
の
電
子
化
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、

数
年
を
か
け
て
出
退
勤
や
時
間
外
申
請
等
の
庶
務
事
務
シ

ス
テ
ム
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
、
旅
費
管
理
シ
ス
テ
ム
へ

と
決
裁
範
囲
を
段
階
的
に
拡
大
さ
せ
、
決
裁
行
為
に
関
す

る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
従
前
よ
り
大
幅
に
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
で
き
た
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
刷
新
】

　

平
成
二
八
年
か
ら
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
刷
新
を
実
施

し
、
庁
内
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
着
手
し
た
。
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
に
装
着
す
る
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
通
信
用
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ

子
機
を
購
入
し
、
無
線
で
通
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
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も
に
、
以
降
調
達
す
る
端
末
本
体
に
は
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
内
蔵

モ
デ
ル
を
選
定
し
た
。
併
せ
て
、
庁
舎
内
の
五
〇
箇
所
程

度
に
常
設
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
役
所
内
の
執
務
室
や
会
議
室
含
め
、
庁
内
ど
こ
で

も
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
が
散
発
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
三
〇
年
か
ら
は
、
質
量
が
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
切
る
よ
う
な
軽
量
の
モ
バ
イ
ル
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
し
、
液
晶
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
や
生
体
認
証
機
能
の
本

体
内
蔵
も
あ
り
、大
幅
に
機
動
力
が
向
上
し
た
。
同
時
に
、

自
席
へ
の
デ
ュ
ア
ル
モ
ニ
タ
ー
や
会
議
室
へ
の
大
型
モ
ニ

タ
ー
設
置
に
よ
り
、
自
席
で
の
業
務
効
率
の
向
上
や
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
数
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
た
。

【
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
へ
】

　

先
に
述
べ
た
内
容
は
、
当
時
の
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
者

（
通
称
：
情
シ
ス
）
が
主
体
と
な
り
実
施
し
て
い
た
。
平

成
三
〇
年
に
は
、
情
シ
ス
担
当
が
庁
内
の
関
連
部
署
と
連

携
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
以
外
に
お
け
る
業
務
効
率
化
へ
の
阻

害
要
因
の
分
析
を
実
施
し
た
。
机
や
椅
子
と
い
っ
た
什
器

類
の
使
い
方
や
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
来

庁
者
へ
の
対
応
方
法
等
、
ひ
い
て
は
我
々
の
執
務
ス
ペ
ー

ス
自
体
や
事
務
の
在
り
方
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
自
体
を
変
革
す
べ

き
で
は
、
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
総
務
・
政
策
系
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
部
門
で

情
報
共
有
を
続
け
、
総
務
省
行
政
管
理
局
や
愛
媛
県
西
予

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
オ
フ
ィ
ス
改
革
の
取
組
み
を
参
考

と
し
つ
つ
、
本
市
が
進
む
べ
き
改
革
の
方
向
性
や
ベ
ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
他
事
例
を
参
考
と

し
つ
つ
、
本
市
独
自
の
取
り
組
み
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
提

案
書
を
作
成
し
、
幹
部
職
員
に
対
し
て
改
革
へ
の
必
要
性

を
継
続
し
て
訴
え
た
。
協
議
の
中
で
数
回
の
差
し
戻
し
や

内
容
修
正
は
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
本
市
の
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
変
革
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出

た
。
こ
う
し
て
、
本
市
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
は
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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【
庁
舎
問
題
】

　

他
の
自
治
体
や
民
間
企
業
に
お
け
る
オ
フ
ィ
ス
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
リ
ガ
ー
と
し
て
は
、
庁
舎
や
社
屋
の
新

築
や
移
転
時
が
一
般
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
建
物
や
設

備
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
面
で
の
大
幅
刷
新
と
、
職
員
や

社
員
の
マ
イ
ン
ド
や
業
務
の
進
め
方
の
見
直
し
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
面
で
の
改
革
が
組
織
一
体
と
し
て
実
施
で

き
る
こ
と
か
ら
、
改
革
の
障
害
と
な
る
よ
う
な
事
項
も
少

な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
改
革
が
望
め
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
市
庁
舎
は
、
合
併
前
の
旧
町
時
代
に
使
用
し
て
い
た

庁
舎
（
平
成
元
年
建
築
）
を
利
用
し
て
い
る
。
築
三
〇
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
庁
舎
の
設
備
全
般
が
老
朽
化
し
て

い
る
上
に
、
収
容
人
数
の
割
に
狭
隘
と
い
う
大
き
な
問
題

点
を
抱
え
て
い
る
が
、
新
庁
舎
の
建
築
と
い
う
予
定
も
な

い
。
こ
の
た
め
、既
存
庁
舎
の
継
続
利
用
が
前
提
と
な
り
、

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
を
行
う
に
も
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
と
も
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
様
々
な
制
約
事
項
が
多
い
上
に
、
工
事
期
間
に
お

け
る
仮
執
務
場
所
の
用
意
や
職
員
へ
の
意
識
啓
発
な
ど
、

調
整
作
業
に
難
儀
し
た
面
も
多
か
っ
た
。

【
オ
フ
ィ
ス
改
革
へ
】

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
本
市
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

我
々
の
執
務
室
自
体
の
在
り
方
を
見
直
し
、
縦
割
り
の
組

織
風
土
か
ら
の
脱
却
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
職
員
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
「
オ
フ
ィ
ス
改
革
」
で

あ
っ
た
。
具
体
的
な
取
組
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

縦
割
り
風
土
を
な
く
す
た
め
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
制
の
導
入

　

㈠　

執
務
室
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
各
課

が
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
て
い
た
書
籍
や
文
具
類
の
消

耗
品
の
在
庫
を
フ
ロ
ア
で
一
か
所
（
マ
グ
ネ
ッ
ト

ス
ペ
ー
ス
）
に
集
約
し
一
元
管
理
し
た
。

　

㈡　

課
と
課
の
間
の
文
書
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
撤
去
し
、

部
署
間
の
壁
を
な
く
し
た
。

　

㈢　

島
型
対
向
レ
イ
ア
ウ
ト
を
や
め
、
課
長
職
以
下
は

課
内
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
と
す
る
こ
と
で
職
位
の
壁

を
な
く
し
た
。

二　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
の
た
め
の
ツ
ー
ル
の
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導
入
や
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

　

職
員
同
士
の
連
絡
や
情
報
共
有
は
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
メ
ー
ル
や
掲
示
板
な

ど
を
利
用
す
る
か
、
対
面
や
口
頭
に
よ
り
連
絡
や
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
た
。こ
れ
に
加
え
、新
た
に
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー

ル
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
職
員
間
で
の
ラ
フ
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
り
、
情
報
共
有
の
速
度
と
鮮
度

が
上
が
っ
た
。ま
た
、予
約
不
要
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
を
随
所
に
設
け
る
こ
と
で
、
気
軽
に
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三　

来
庁
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
総
合
受
付
や
接

客
ブ
ー
ス
の
設
置

　

こ
れ
ま
で
は
、
来
庁
者
が
自
ら
の
用
件
の
あ
る
課
ま
で

歩
い
て
い
き
、
来
庁
者
か
ら
職
員
に
声
を
か
け
て
い
た
。

ま
た
、
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ハ
イ

カ
ウ
ン
タ
ー
を
挟
み
来
庁
者
を
立
た
せ
た
ま
ま
で
応
対
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
オ
フ
ィ
ス
改
革
で
は
、
来
庁
者
の

一
括
受
付
を
行
う
「
総
合
受
付
ブ
ー
ス
」
を
入
口
付
近
に

設
け
た
。
フ
ロ
ア
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
は
呼
べ
な
い
ま
で

も
、
職
員
の
方
か
ら
積
極
的
に
来
庁
者
に
声
を
か
け
、
そ

の
ま
ま
接
客
ブ
ー
ス
に
誘
導
し
着
席
を
促
す
こ
と
で
、
来

庁
者
が
迷
っ
た
り
立
っ
た
ま
ま
待
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
。
併
せ
て
、
接
客
ブ
ー
ス
に
は
、
ロ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
・
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
、
周
り
に
声
を
聞
こ

え
に
く
く
す
る
、
サ
ウ
ン
ド
マ
ス
キ
ン
グ
の
仕
組
み
を
導

入
し
、
来
庁
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
し
た
。

四　

大
量
に
存
在
す
る
紙
文
書
の
電
子
化

オ
フ
ィ
ス
改
革
に
は
、
業
務
効
率
向
上
や
ス
ペ
ー
ス
確

保
の
面
か
ら
、
大
量
に
存
在
す
る
執
務
室
の
紙
文
書
の
電

子
化
が
絶
対
条
件
で
あ
る
と
考
え
た
。
職
員
だ
け
で
は
電

子
化
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
大

学
教
授
や
弁
護
士
と
い
っ
た
有
識
者
の
知
見
を
お
借
り

し
、
電
子
化
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
「
文
書
電
子
化
試

行
要
領
」
を
制
定
し
た
。
こ
の
要
領
に
基
づ
き
、
一
年
半

を
か
け
て
紙
文
書
の
電
子
化
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

紙
文
書
の
四
〇
％
の
削
減
目
標
に
対
し
、
三
六
％
の
削
減

を
達
成
で
き
た
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
収
容
量
と
し
て
は
、

六
〇
％
の
削
減
を
達
成
し
た
。
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五　

ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

　

多
目
的
エ
リ
ア
と
し
て
、
飲
食
可
能
な
ラ
ウ
ン
ジ
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
カ
フ
ェ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ボ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
執
務
ス
ペ
ー
ス

と
は
配
色
の
異
な
る
机
や
椅
子
を
導
入
し
た
り
、
観
葉
植

物
を
配
置
し
た
り
し
、
執
務
室
と
は
異
な
る
空
間
を
取
り

入
れ
た
。
職
員
の
気
分
転
換
を
促
し
、
生
産
性
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。

六　

集
中
ブ
ー
ス
の
設
置

　

締
切
間
際
の
資
料
作
り
や
特
に
集
中
し
て
仕
事
を
し
た

い
と
き
な
ど
に
、
短
時
間
集
中
し
て
業
務
可
能
な
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
た
。
予
約
な
し
で
一
人
二
時
間
ま
で
使
用
で

き
、
電
話
応
対
や
市
民
対
応
を
行
う
こ
と
な
く
、
籠
っ
て

の
業
務
遂
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

【
職
員
意
識
の
変
化
】

オ
フ
ィ
ス
改
革
に
伴
う
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や
変
更
に
伴

う
諸
々
の
運
用
に
つ
い
て
、
関
係
課
の
職
員
で
分
科
会
を

立
ち
上
げ
、
定
期
的
な
情
報
共
有
と
協
議
を
重
ね
た
。
見

た
こ
と
も
な
い
執
務
室
レ
イ
ア
ウ
ト
案
や
運
用
方
法
の
協

議
を
行
う
中
で
、
当
初
は
分
科
会
メ
ン
バ
ー
で
も
反
発
す

る
声
も
強
か
っ
た
が
、
改
革
の
目
的
を
根
気
よ
く
丁
寧
に

説
明
し
続
け
る
こ
と
で
、
拒
絶
す
る
空
気
感
か
ら
「
と
り

あ
え
ず
、
や
っ
て
み
る
か
」、「
や
っ
て
み
て
ダ
メ
だ
っ
た

ら
、
そ
の
時
考
え
よ
う
」
と
い
う
、
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン

ド
・
エ
ラ
ー
の
雰
囲
気
が
出
て
き
た
。
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ま
た
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
向
け
て
サ
イ
ド
ワ
ゴ
ン
な

し
の
机
に
変
更
し
た
際
に
は
、
そ
の
目
的
を
職
員
に
示
し

た
上
で
、
ま
ず
は
、
自
分
の
机
の
中
の
不
要
な
も
の
を
捨

て
る
、
次
に
デ
ー
タ
化
で
き
る
紙
文
書
は
デ
ー
タ
化
し
て

廃
棄
す
る
よ
う
に
段
階
的
に
求
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一

度
に
急
激
な
変
化
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
段
階
的
に
変

化
を
求
め
た
こ
と
が
、
保
守
的
な
職
員
を
動
か
す
の
に
功

を
奏
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
収
納
可
能
量

は
以
前
の
三
分
の
一
に
減
っ
た
も
の
の
、
否
定
的
な
意
見

の
職
員
も
少
な
く
、
結
果
「
や
っ
て
み
れ
ば
で
き
る
も
の

だ
」
と
い
う
意
識
醸
成
に
繋
が
っ
た
。

　

一
方
で
、
オ
フ
ィ
ス
改
革
以
外
に
お
い
て
も
、
庁
内
の

諸
課
題
解
決
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
検
討
や
見
直

し
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
現
場
全
体
を

覆
っ
て
い
る
「
前
例
踏
襲
主
義
」
や
「
事
な
か
れ
主
義
」、

「
変
化
を
嫌
う
文
化
」
な
ど
の
閉
塞
的
で
保
守
的
な
空
気

感
が
、
抜
本
的
な
業
務
改
善
へ
の
芽
を
摘
ん
で
き
た
ケ
ー

ス
が
多
い
。
職
員
一
人
一
人
の
意
識
改
革
や
働
き
方
自
体

の
見
直
し
に
よ
り
、「
通
常
業
務
量
＋
α
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
出
し
て
改
善
作
業
を
行
わ
な
い
と
変
革
は
進
ま
な
い

し
、
上
か
ら
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
職
員
自
ら
が
自
発

的
・
主
体
的
に
改
善
作
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、
目
標
達

成
時
の
労
働
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
。　

今
回
の

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
を
見
据
え
た
オ
フ
ィ
ス
改
革
の
取

組
み
は
、現
場
の
職
員
か
ら
の
発
信
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
が
職
員
意
識
の
変
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
レ
イ
ア
ウ
ト
図
】

　

改
革
前
後
の
市
役
所
二
階
の
平
面
図
と
写
真
で
あ
る
。

一
般
的
な
島
型
対
向
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス

レ
イ
ア
ウ
ト
に
転
換
し
、
課
の
間
に
あ
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
を
撤
去
し
た
。
集
中
ブ
ー
ス
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
ー
ス

や
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
置
し
、
Ａ
Ｂ
Ｗ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
践

可
能
な
レ
イ
ア
ウ
ト
と
し
た
。
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《ＢＥＦＯＲＥ》

《ＡＦＴＥＲ》
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執務スペース

ラウンジスペース

待合スペース

集中ブース

ミーティングスペース

個人ロッカー
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【
職
員
・
来
庁
者
の
声
】

　

昨
秋
か
ら
の
運
用
開
始
後
、
半
年
余
り
経
過
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
職
員
や
来
庁
者
の
反
応
や
意
見
は
、
概
ね

良
好
で
あ
る
。職
員
側
の
意
見
と
し
て
は
、部
署
間
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
撤
去
や
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
よ
り
、
着
席
位
置

を
都
度
調
整
で
き
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
横
連
携
の
容
易

さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
、
ク
リ
ー
ン
デ
ス
ク

運
動
に
よ
る
執
務
環
境
の
向
上
、
ま
た
、
集
中
ブ
ー
ス
の

利
用
に
よ
る
資
料
作
成
の
効
率
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
で
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
と
机
上
の
固
定
電
話
機
の
運

用
方
法
の
齟
齬
や
、
席
か
ら
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
遠
く
な
る

こ
と
で
の
不
便
さ
を
挙
げ
る
職
員
も
い
る
。
ま
た
、
管
理

職
の
意
見
と
し
て
は
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
よ
り
、
従
前

は
遠
く
に
座
っ
て
い
た
若
手
職
員
と
近
く
に
座
る
こ
と
も

多
く
、
課
員
と
の
物
理
的
距
離
が
縮
ま
る
こ
と
で
、
部
下

の
体
調
確
認
や
業
務
の
進
捗
確
認
が
し
や
す
く
な
っ
た
、

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
方
、
来
庁
者
側
の
意
見
と

し
て
は
、
総
合
窓
口
や
接
客
ブ
ー
ス
の
設
置
に
よ
り
、
市

民
や
事
業
者
に
も
分
か
り
や
す
く
、
居
心
地
が
よ
い
窓
口

と
な
っ
た
、
と
い
う
声
を
聞
く
。

【
今
後
の
展
開
】

　

今
回
、職
員
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
の
一
環
と
し
て
、

オ
フ
ィ
ス
改
革
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
実
施
し

た
。
市
役
所
二
階
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
Ａ
Ｂ
Ｗ
に
向
け
た

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
へ
の

取
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
職
員
が
有
機
的
・
流
動
的
に
フ

ロ
ア
内
を
動
き
回
り
、
職
員
間
や
市
民
と
の
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
、
業
務
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
そ
の
時
点
時
点
に
合
っ
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
実

践
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
で
の
効
果
検
証
や
分
析
を
行
い
、
市
役
所
の
他
の
フ

ロ
ア
へ
も
オ
フ
ィ
ス
改
革
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
年
度
下
期
に
は
、
業
務
効
率
化
へ
の
阻
害
要
因
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
、
机
上
の
外
線
・
内
線
用
の
固
定
電
話

を
一
新
し
、
各
職
員
に
対
し
て
業
務
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
貸
与
を
計
画
し
て
い
る
。
外
線
・
内
線
と
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
席
で
な
け
れ
ば
音

声
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
状
況
を
改
善
す
る

こ
と
で
、
課
内
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
か
ら
完
全
フ
リ
ー
ア
ド
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レ
ス
へ
の
移
行
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
バ

イ
ス
と
し
て
の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
業
務
効
率
化
や

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。
同
時
に
、
私
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
で
は
、
電

話
帳
や
写
真
・
動
画
の
個
人
情
報
を
私
物
に
保
存
し
て
し

ま
う
問
題
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
と
い
っ
た
個
人
情
報
保
護
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
遵
守
の
観
点
か
ら
も
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
大
い
に
改

善
が
進
む
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

【
お
わ
り
に
】

　

地
方
都
市
に
お
い
て
は
、「
二
〇
四
〇
年
問
題
」
と
も

呼
ば
れ
る
労
働
力
減
少
へ
の
対
応
も
今
後
の
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
行
政
の

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
労
働
生
産
性

の
更
な
る
向
上
や
様
々
な
創
意
工
夫
が
必
要
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
時
間
や
お
金
を
市

民
向
け
に
還
元
し
、
複
雑
な
行
政
課
題
へ
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
は
、
官
民
問
わ
ず
優
秀
な
人
材
獲
得
競
争
が
激
し

さ
を
増
す
と
思
わ
れ
、
現
状
に
胡
坐
を
か
い
て
い
る
よ
う

な
団
体
は
淘
汰
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
ワ
ー
カ
ー
に

是
非
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
魅
力
的
で
楽

し
い
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
本
市
へ
の
入
庁
希
望
者
の
増
加
と
優
秀
な
人
材
の
確

保
に
期
待
し
て
い
る
。

　

他
方
で
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に

よ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
変
化
に
伴
っ
て
、
業
務
の
在
り
方

や
進
め
方
が
根
本
的
に
見
直
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体
に
お

い
て
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
利
用
を
は

じ
め
、「
Ｄ
Ｘ
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
ほ
ん
の
一
部
の

先
進
的
な
自
治
体
を
除
き
、
数
年
前
ま
で
ほ
と
ん
ど
認
知

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
現
場
に

全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。
感
染

症
が
原
因
と
は
い
え
、
ほ
ん
の
少
し
前
の
常
識
が
現
在
の

非
常
識
と
な
っ
て
い
る
現
状
は
、
現
場
に
と
っ
て
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
公
務
現
場
と
い
う
前
例
踏
襲
を
好

み
、
変
化
を
嫌
う
特
有
の
文
化
の
中
で
す
ら
、
こ
れ
ま
で

と
は
風
向
き
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
潮
流
に
乗

り
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
回
の
取
組
み
を
通
し
て
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得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る

業
務
改
善
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
市
役
所
の
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
変
革
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。


